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弟 二 確 歴史的背骨
第 一 節 備中町と封趨支配
丁 中世における支配の素顔
丑 近牡における支配の系甜
第 二 節 封唾的収藤と自然的脅威下の江戸時代の僅史
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Ⅱ 天保の川上 ･阿貿二十rJA箇村の年玄米輸送対策 ------ ･ 69
第 三章 救荒作物の残存する高腰雌濃
弟一 触 畑作放牧の虚脱盤村としての仰中町





第 四 葡 滅びゆく=芸作物と伝統的手工農
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Ⅱ 瀕制的親子媚償











如 七 節 機能搬出
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lu 座薬攻寄クラブ､生活攻尊クラブ､四月クラブの助向. (附 ).頻農
改良普及J=Df
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4'芸 fiJi警 完 訳 禁 崇 7T't譜 .(a
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第 - 葦 自 然 条 件
第一節 吉備 私原 と備中町
小Jt文治餌付士に上って占蛸仏独と盲'i令さ^ たとの南臆比､書肺の国(仙机 鵬中､地銀)に発
慮したA型的純良車平L5であるE,高度4 500米の平坦帝に水田あb､畑あり,人家またttらが


























山 が々似 ()なくある｡山丑 ()は淡らにやIさt･-PlTるの噴な､'､さらに鎖し垂を上じ登るにあらずO
- 伽 禦 九､瑞如 如 集えRllし,のど･1,:V･,'･｡LJi塙4)























石灰岩は速を音5{悠bせるO｢.i-fh-製 ニ神軌 三岳瓜 相席山｣はいずれも石伏岩波である｡佐
藤hr明､宗田克巳氏は石灰岩演土軸こけ､私鰭的他物が発見されるといっているが､親衛の耐こ住
んだ和地地物か岩とを9隆起してLUと夜と捕りられて串平戚となった地形先週史を楓臣せずにはから
ILかハo蛸中正報 嵐 用湖南に仙 Lに雛 生せし1,る加炭であbス リルにとんた美 しさであふ
たが岩璃供にはク六十落し〟とt^って.六十オになったらこの岩盤からつき五･とすという艦｣レ､伝
二 三言 -_IH Il.:_:二 ._i-二 範 二 二 三 宝 二三三:-.I::
うのがでてくるので､神抑 1火野ではあるせいかと教えて下さったOそ うしてみるとJ>六十落しす
Q畑 , と^.;ilの拍こ鼠んたノ紺 の多いK,蛤かされる｡備中朗 社十八座の うち-破過 乱紬
祉 (井臓 )･二耕土比脊碇鈷乳穴f叶L(世欄i)､三番祉大門山神社(碗山浦)のどとく､鍾乳洞比石










弟 二郎 厳 しV)生括舞台
〔付慌 方法 〕
この上うな納馴ま全く1)めてであF)､又,自臨地鞄に対でる知頂も全くをか っTr｡親地的貴の









曲射こ比石灰乱 こ雌 が多く分布｣･幽Ll｣地区比石英鐘岩が王であるo成サ川快 の′ト谷のあ
た山 ひん皆かあるか､少し山虹吐畑 地Z∠U"a)あた りから石動 岩が2相 してか わ･艶の
南外 操か SOwJあか 少に広舷歯に与C･と柏 美点皆の膚状態理が見受けられ､西山の吋呂
血で仕石英良貨は他当JA化 しているoUん栄やhl軍政軸 ま非常に凪化し易いので､舟山や布父gf
指で比これ1-･舶 岸やf横 風岩か弘化L･て松上 域の赤土が虹 く分布してレ､/;U各軍にl'l-4'ホ
土が絹で非常にべとすいて土地の人を他,せJかt･うである｡由鵬封地区には4,央広軌 ひ佃 ､
石欧米Ttか分布しているp又､小城椀でHJ舶 が奴も,止払 蒔岩等の部落に比｢カナ トコ｣
と.細 れ々砂鉄綜収跡がみ られるotv)虻杭推･相当拡虎旭に介布していて誠鬼を如 ､てレlてJb
壬,bJjI.で見受けることが出光ふ
" '
右 耳 痕 を
臨 調
市 .Ll丸 瓦
柿 / 田 市 JJ.午71I低 圧の畑 好称畳
抑 丁内から軸こ伽けて少く途中､柵河内の約 日m 南r- 岩q)杜状朗 主管見たoそして坪gfと























似こ磁虎鉄凪 ★軸恥 鉄帆血如乱 郎 雌 鴇がちOc これと川じ上うな鉱床はJr･川下ノ郷西
方約 1k桝の広払 LrlJL山巧か秘で金平観山として弊行･S九ていふ ここで仏日蝿此岩と石火岩
の伴触部に 扱Lく駄化作川か主いっjL､曲 什軌 取舵鉄鉱驚壬に細 してt～i｡rt･拙Jd仕少いが
軟石舶他山ir店に良く7O飾有髄え ′J付亡E]ヰ-たそ ･)でみるc c以上 ｢未刷Jrl鉄長軸｣さ
-考及び､山食止LUd)liq込みにiる) 11克鉱Il｣U)礼)3'U))1棚 の也は石扱者の扱半であるれ こ
こに厄次Uj採戦Ejdかあ.･L昌 しかしこ｣で扶収されJb石的岩比低地蛙のため肥料の他,梢遠はな
いそうであ.-L｡
他省ul上で亡の地域の日立.,たものにi:放t･!如 均 る｡ 玄武草加 1甲良地方で結線所に散
~在 しているものであるれ この召('m柿JBi'⊥のもの41そのお出の点で聴艶をものであJb. (地
方地軸 畠中圏点) ちJうど5万分の luDlih凶で｢桝.昆｣と｢柚木｣の中に分布する机 地
突止に牲小k勉氏が36個を畑描されてしヘムd しかし寮的克巳先生V:125個を指摘され､そ
のうち政価比小甘氏のものとは艶もものを示されている｡ ぐ弟3凶参照) そ の
他､内JHlb氏は 仙 生 山 伸北 力 的 ZkrnJLX.か B'鵡 西に 破 個 Tyr玄 武 岩 沢をあげら
れてい,bLつ これらり 第 2凶 のQIJ(. 岩 卦 のひん 省.や 石英 雌 岩 をJLさ､玄 武 岩






























6Ib申,A.･占めている｡節3薮で柵甲町{)ILJ砧の段ヒLL如肌fTI馳 見ると慢F.出=碇が非 常 に
多レ･ことがわかるo
こQ)7Oヰ世も占める根r地 場はIA‖~q)ためと.馴 )れ る ｡ 矢高山地区では野呂函七粘土 L')た
























上 声 軌 1.
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顔 /患 者務高点の壬rl･名鑑岩良の高さ
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比全く触てられているO和風､蛸嫉野仙地区Q:1盆地にあま り尭越 してい/J:いかiL)fL 税山
神地区比削合人をな盆地かあり奴も多い｡iP･川で(.iFノ臥 阿部絹.名水.乙脱､叶竹串






































































｢如 相 戦｣智か借 りして必蛍なところに一応白を血し､又拭文学部の.包袋先生エb｢輔易触 染












模式的な幼年加地群を示 づ l･Z鉦 Jrに]/.:LJlて比平均.?(川 ～400"～)朗碗星をもつ野呂と舛
bl)先師こ舶 F館な抽レ､i･みることlu･'附 モJcまでut'iin33利1-年糊のHIL!約 枚(T,∵価 14u
"().蕗家的 申rlullt)7"L)l剛｣｣A.LyJ-rlV)月1'･均銭鮎を比峨してみると和7し細 工うだ｡
挿試監少かへ/,V,､あi細 努で†Lh ､爪 印 で).･AN.･LEU仇 L･.執 Idq山の加に低山で各1･C
-1･5℃の戊かあるが屯軸比川jil:ナ･lH上り1C～0-5■C低いだけで帆JJとL.線 とでは月平均光
鼠が収掛こなム月は凝るけ11とTとい 二レ叫 柵 こ抄ける九曲に大差なしとみてよい｡この事実 を




山にかける･"仙4L統知 は ,)‥TtJ)であるo:･_.*9L耕土8月27日のa･rn9時～ p.m 5時




第 7 固 兼 高 見 渡 禾 低 気 温
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東5表 地薫 図説及 び tB滅 私攻親 側
緑 灯 一月 1 2 3 4 5 :6I 7
ー岡山 4u/ dv J7J /ゲ&j//B ノコ仏ヲuW
田戚高校 iLノL2 ∫の 87L′′ ･′&,(,,チ読W′7占ク,;Dl; 成 羽I ゲ15 エ乙r 2/一んZ′′
8 9 10･liu 壷年輩I
luW /I mLi2∫/.y3,1'fl7!/13∫
し74,li灯/7､丑フ^077 I車上gr/B70
I- .′gD "Li- IAlゲ ′ゲ3舶
弧 出腺､開山の娘に叔′L,する､史にir且と成乳 出LC-そしてJlqI山の3地点では年rnl的lOO
'nw'の差をみることが出来る(,しかし各月についてみると7月などは4楓烏の中でl崎山が墳






その埋綿の_&偽はいざしちず､降雨郎 破 じたことは確かであるo伶嵐 単音有産いてこの
地方に一番多いのは仙所であるためか風音が非常に多くS27-31年の頗べによるとな年


























野 呂 初 霜 土用始期即ち 10月20日頃
晩 霜 八十八彼のなどDの嘱 5月2日嘆
(16)



















旦 目 名 a･m 6時 ～ p･m 5時
陰 地 a.m 9時 ～ I).皿 4時
冬 日 名 a.m 8時 - p.m 3時半











もうlつ而伽 崩 しは〇日名のうさぎ壮やせもク という旨集があるoそれは目名では雪が
〔17)


















ことが出力払 三度廉也ま∠～37g>J､さな人であ()旭 も一本の木に1年に3垣雌 鵬 即ち 5J=j





あるのた.しかしそれもそ )だか嬢のヰLa中に建つ家 々の垢根の赤色Illb糞的であ 少ヽ 額
が粘く雨天の多いこの地方でともすればrL潤し,j･ちな絹胎の人々の心をひきたたせるであろ
うO夕やみせ7tム山演にた すゝみ.広がる (.淵 に三三､五五と勝頼いた煉家を眺めながら､
きひしきEJたモミに生きぬいてきた人々に亨 多かh_としへのrDすに化レ､られなかった｡
(lA-)
第二肇 歴 史 的 背 景
第 1節 備中町と封建支配
Ⅰ 中世における支配の系諸
JA'姶･古代のこの他万の他見は､鋭在のとこ7ほ だ詳細 こすることはできにくい｡しかし 古
代を油L その沫期まで包桝 iであ り､ESl司の女児1におかれていたことは､元文 2(1737)
牢刊行の ｢仙中原志｣の平川紫の奴の条に妃さナている ｢元層年中散位藤原色艶伽中の在庁とし
元暦Z(1185)科 土文治元年であ って､稲畑 磯 馴 こ守辞地頭を放き､鵠耳的に武家政治を
確立したとみられる年である｡｢当郷｣とあも0)Ii大門妙で.備中町には当時穴門井(桐平川.
宵軌 .h7,山の藤村)と掛野榔 (‖_牌 即付)の二gJ,かあ り.その中の穴門郷が藤娘色艶によって治
められ 彼は ｢鰯中の在JTLJ,として治めていt/Lとし うJ)であるから､いわゆる風街の在庁宮人で
あったので･あり､少 くもノ(rT'価 は幽衝軸で凶司の才色己にあったことかわかる｡大本凍帝氏かこの
d己録な解して ｢JSJd伯 叔の荘風｣であったと. r患神文学者の研究｣でいっているのは誤 りであ
る｡
中絶にTLってからの､こCJ地力-a,ことを､抑州 ほ はひきつすいて ｢元弘の蜘 土日野中qJ晋不
主にて相良に(,i山口父 l)LJ雌在推す｡ 日掛 1仙 u山LてJl軌鶴 (中略 )｡蚊功妊紅白かこ捲 り給ひ
しより触^三年ULj月武もFyf畠山氏卦少帖fl国の執遠雷をIJて刊 日軸部介船越親観象職に任じ､当
穴円錐を梓仙し江Jlより伽剛 Cl与りて当城を如 ;To｣と記しているO川上耶誌には､この8己収
の抑 巨に よ-:,て ｢元弘の蜘 佃 抑丁削 hlこ仕ゼF'IL云Jt｣ rLi-lt:ま1171百 )といっているか､功
臣として軒t淋地山o)中心人物{･あった日野t.こ軌′･L､妹的6-)御家人中の主食人物が任せられる守油
O.)榊こ任せられか ェすけTLい.当時の村 1恥か山 Bllであったか荘園であったかは不明であるか,
E]i･tti触ま仙甲の幽-pIJまたはこのi･ji力UJ旺胸部壬 としてtA仏をもったものとしか考が ,れTLいO
こ0)虹Aの改半(-L､/QF･川 にヰ川払ふかすLl好戦としてやってきたことを物泊っている0
日軒珠軌は正中の袋に失脚して.正岬2日 325)年には駐独にOl-tされ 元弘 Z(1332)年6
月2日北条氏によって盾引 してい .,Jo やかて.化ilt｣ひ､煙A中軸)戊ったれ そiLもまも7LくIbl
れて､旭丘3(1:i.'Hi)年には足村 上か～Jh&｣,.L.七Ial舶 1円｣L抑古代に入るわけでふろo
U野郎 朝の失脚から約 1U射 乳 '/-I:(一物,9wiIの支配下にあったかは判ちかでたいカ､娃丸3年に
仙 北祁T3の琳JJの士にぶりtとしてpd駄 }"i.か与えrclれ 十川高跳かそれを掛 ､たと-3'jえらItもo
たた.この袖合.越p-tとい う年代に別 でろ山際E:)は.その支配を年削 畑 の旭態からいうたら
は､その上地からあかも年,･t-の･kuり成 りを一部分q'･:yJTるとい う､いわば枠分仲としてJ)椴であ
って.後の峨凶大名のごとく⊥地と人戊 と}{一円に加 Tもという･F･:ltl~U)もJ･lでは7⊥いOそこに















虜久か第三･四･五代に任せられ､その後は一門,rJZ持 ･収容か 解 て･七代になったか､天文年
間に7:亡ると､Lu,i:のJ7:+氏か毎qlに多少プJをのけし 天文 21(1552)年には化刊塘久か仙rP守










JTJけ栄城によるlr円rl久劫､北 丸 雌によるn_･r'iお魚･小5'L-I(:l,l'･J･Tモ川三 上も触 釦 -山塊による州 I
Bi触･氏魚､7L-刺 明Rl/こJ.る大畑 ‖又十僅･市井エB-r･宮脇玄番､山.如 よによる物恥部如術 ･米





畢した晩 棚後典故政に出陣 したと伝えられる三村･赤水 ･コ鞘堂 ･野IL･上軒IiL下六十俄の響
轍_の物語や､天文 lU年にも尼子如 ＼仰後育凹地を拙んだ晩 fd子劫の経を油つ功をたてた三村
･赤水以下の有職の裾 は､ このTHfの札Fiを物点るもOl)である.



















紬野内軸の地片帆 工勿しきそれと行をとも'こし 竹･山に怯た元･肋 .毛利蹄瀞 .TLiてu]力に)?っTfJik
も､J,払出の三村.giJAL一族かTLも毛利氏にJ;していたか ら､これ と行をともにしてかけることがた
かっT･と思わJl_るo
Lかし､大正 lU(1582)年には払即 ir:と=T.呑牌はl･.LM,.碓AL!こL職 L rL'1-:0)死も契機 とし
て7rf:l･,J･kり､7.,ぷ川を以て.句t･?7)の墳舛純としたかr)､川｣一,1iJuフjLJ･虹′4gもTu万として女挙であ
ったけ..ども.馳ふ.5(16UtJ)年になると儲ケ瓜の矧こ1って､丙的 ニifILたjLtqJ氏は防 良 二
fhJにil･_Jか1㍍rjれはたらTL-カっY.二o二(7-,ことは.川t･珊瑚ブコのILA人-地両 .出身の毛利の鵬 有 毒 に
11^･1{恨域を与えた｡すたわも､ここ州 こ疏-,てISJ/1.'こlきるとすれt･.､父祖伝来の地をJi;て t ､ 1; t
十/Hの1-あたる知行に11-ん1なりILはTLらILか一一一｡I,.L也l)3IJUll)】む粥U.}子元】伽り;軸 口 W で1 ノ J
心を帥していたのに､良川盟･Lli!L郡にlSってt;t.1千･才,i1-I_r)tl,たにす きTj:かったのは こ イ ) - i_ ',:{
証しているU7亡から､仙川氏の鴇合､探ELrjiは糾Jい Uヽ)中.山地の宥かも州 に払うT･.0.,は .Li か
4代で､妓r)二川 氏は如出している｡(門仇Ff出光研IJbLbfB査Bl｢l'L抽L町の研先｣37頁)O恐ら
く川上 郡地'))Iこおける‡'d/Jも卜鳩丁の王政かTL言iLた0:)で.Ltあ る主いか.







‥ ? ? ? ? ? ?
? ?? ?








舞について説明を)州えつつ､価甲町地域の対地支配の性梢を指摘 してい くことに しようo
髄ヶ股の戦か終って､毛利氏かBJ'良二州-退 くや､備中削 土徳川氏の凪和地 とTlり､吸盤5年
11月には′畑正新助正次かその代 自`●として松山城にやってきた｡′ト恥 工大利に4ouo石の知行を
もつ坂本であるか､ この際愉中小出後月で 1万石〃1伸 されて大名に列した｡
吸盤7年には杷谷川牌か価中で5UUU右x/梅て七地 付則盲城にきて､川上郡H故駒村を鋭し.
馳良 9年には廟奴俊か小出郡書出村にきて川上郡門数尚村を触 したか.前者は吸血 14年_､後者
は回 20年に除封されて支配肋間か短か ったし､内名とも仙中町地域には蜘係かなかった｡ 約着
. 除到後は叫び-#凧 巨細領に もどされた｡
大阪o)陣の後の元卸3日 617J年に体中PJ地攻は二分されて.刊 h･束油断 ･酉抽軒 ･西山
は松山摩他出餓 とな り､布11･布瀕は止別藩山崎611とTにった.松山に入 った他山出蛋年長華は.
他山信弾の二カ良書か偶々脱の職功で凶州6力石の天i'.pこ7Lり､そU)子に当 り､元和3年 2月に
価中松LLJb力5千石に転封 されたものである｡ しかし､ これは寛永 9年に家収をついた長常か阿
18年タヒ去して嗣+Tlきため険封されている｡その後は一時輔山の水野氏か在番したか回19年
7月には収羽の水谷)蜘亀か杉iilされてくるO
血抑こ入った山崎家格は､他 ケ蚊の槻功でtAl川:1力石uJ-Rf;とrLI)､元和 3年 7月成羽に_移封
-されてくるのであるか.兇永 15年4月には 17JI7-jJl佃 で肥後天鞍に転じ.図1とi年 9月にけ更
に lJJ心加地で5万,-h-とrCり丸化に移ってい なo Lかし 良子俊家跡を品司ぐも水払元年単性 し
そu-)那+.rL'-i輯3オで過軌を ついたか､桝恕3年捕放 して尉子なく険対 されてい(㌔.
この城羽0)批 1崎 氏の去った後へ､池永16年 6月 5日付で入ってくるのか名賀の名の摘山水
谷臓 であ る.彼は'.韓,随と下Alfの醐 也か ら3UUU 石)JH増 されて5力771として放羽LL崎家治の去
ったあ とに入射 した｡川上郡ト′づ0)如 也はljijuJ崎氏とI･1伽で､的中町地域では布1‡･布瀬かその支
配下に入った.
この水谷助臓払 寛永 Itl年 7月には松山に移る｡その際水谷は相変らず 5万石であったか.
仙 こ松山に居た弛Liと部減 に多少の共肋かあ り､ 水谷の新倒壊は他出時代の川上郡円の飢城を半
紙するとともに､小机 後月 ･盛畠郡Mでも多少減 じて､そのかわ りに､哲多郡州 こ新鍬奴 を集
中的に与えられた｡ このため､佃申町地域で弛RJ時代に松山鱗とな っていた刊 II･東沖野 ･両軸
野 ･西山の諸相は港府直I約1に入れられTLのである｡t･lzL,中町地域は駁長rJ釆全部か-#冊白.榔 riで
(22)



















元和3-寛永 15 寛永 16-19
∴垂を八･j -I､㍉㌫:工
(備中で74石) (棚中で3万石) (備中で4万石)
布 賀 布 焚




全域 万成 天和3- (川上郡で3千石 )漁川軌不一川 一一ナ平川､児池野､西池野､酉 LU
和実､長屋
F 傑 和 賀(MI7中で5千石 ) 長 屋治元～画 -
布 頼
















31代寄合衆と称されもfJr.本中J)名 !:にAJiiしていた｡fl舶 .三川上郡川ニ16～LiJ付と戎口郡達郎 こ2
i 市村あ り､光政以作曲gl.州ニ･1r川をL;,3き､.#射こは築1-j1万3UUU,臼であった｡
元T,l't7(1694)年にI.亡､ イゎ紺こ,h珂;相水谷氏か如 ･JLる｡松山の水谷氏か7J代伊勢守藤隆は




脚Jiで上側 ･1･池か ･ltiで5 UU心L'加仙されている｡知行J77軒炉 は秋在の布11.小字枚の位恥に
ふったらしい71).i id水:岬 に,リ､1.鳥に†'川 ､て申 立今 日も駁存してい>i･o
舶 仙 叫).上ひれJgJ.^ lCr)服代の札 ‖I.はW,ふ !.A:･JLI｣ilJ州 ii!守に'iLlt舶 二･あるU)で.ここでは新
崎する｡




さて､Jt･川1子からけ六万のィ,xj:†へ質し出した瓜打を見ると.･.iL.弔J,苛軒な4細 山 k jl}.･l(牢
ri)か恥 )目し､首姓はそれに苛性 らオ11くて､継 恒百姓とrLるものか紘uiL.その跡地は憩作叫




年 代 村 誠 備 考
腹長5年以前 石占ig.2占L 毛利氏横地旺 (16OLJ) /.LiJ?之〟?/.
末永7(163O) /,7?a..27/ 池t1]氏換地
延宝 5(1677) 2./L占,7.2K 水谷氏換地新田高9右322噂八幡宮神田除'(.Ii元轍:1 90〕 ∫ム050
〟ll(1698l) (i,/549占7 1石173減
宝永5(1708) 2./5∫0_5-占 新的uj缶8升 9合増
4, 7(171U) 3./55.(フ57 ク 1合噸
｢刊 日付HJ]紬帳｣ ｢免測帳｣ ｢年宍免状｣
貫租には正租 (不遺物成)と耗


















以上の如く､付和土越生5年以降帽 J>一定であ り､ この付高に対して月租か朕放されたのである.











































































































































:.ぺ'十 了 kiptl.仙tqlも(rl二1)＼ト＼UH二＼ /ヾヽrに 1～rt(項O
し､,.=) ■ rL'恒､<.0く ltq二11ヽトト Lol:轄 ＼＼(く叫 C 叫冒l官幣 1㌧(
【 向き叫.巨＼いくul 山蜂 ＼l l1こ包叫L叫や;.

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































葺 や 洲 米 食l 嫌洲 対 2重
初 為1 手 中 急患篭裏 芸 義 顎









































同年五月廿八日照続キ 百ー日余之早魅 畑万皆触､It,'T十月 夫良和厨被仰付､
明和八卯年
右同断､大草軌 剛 M根付不罷成場所数多有之亀 岡春夫食井種粗拝借禎仰付候











している｡天似年r如 らゝや hゝL/加の旭向を托せ､阿 lU年には3UU石を越し 安政 5年344







































峨米樹こは殆んど劉 肋 iTLく､従って鬼か 之ツ54から 1ツ79に下っていも｡里 7年は凶作の
ため後免とたり､放轟か4U5石余-と減少 しているか､瀬米高はその峯では下らず.免は上昇
している.以乳 凶作の年には破免にLTj.からも2年事由の妃免により上納 してい ;a.元治元年







注 目凝 永5年 ←川上郡持 欄 - 以瑠 遠雷年- ｣
(-28)
第/2表 中川村 歯大さ且穐'高､取木右の原動
残､帯 年代 の:KITている叶 は､卓､塊で示した .
取 絹 崇 芸?碧 ;=cI三笠 1%,
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第三節 下降現象 のみめたつ江戸時代 の農民 層の分解過程




















































































市左席門 46529 3晶 6
十 ji衝 .'17.488 16.2UO(撤兵柏)
八瓜兵術 16.728 6.711


















持 高 す 面~ 故
lOO～ 心9 -loo ′ ′′ ｢声I
8U～ 90
70 8U 3∫
60- 705 64O 5(∫:1 4O2 3 ′a









6 7 2g ′′5.～ 6 .2ム4～ 5 3/
3～ 42.- 3 j_2
35 ?aI 3/.4[1- 2 p2_?




















6石余) 寛文3年 (3O石余) 延宝5
年(78石余)と､正保から'33:文にかけて減少
し､後娃宝にかけて榊加しておT)､勘兵ヱもま
た正保2年 (37石余) 比文3年 (16石
























































































































刊Il村4組(諾 遥 遠 ユ竺 聖 讐
柱 脚組描 1497.5と18石
延宝 5年 ｢平川相川肌JTiJlq=｢平川村名番帆｣各 5冊
畑 8年 ←- 八鵬 実際 宝監 ㌦ 立岨
(34)
陣､下人 ･叔Aの稲梓化が全く行われなかったからではア〔く､寛保頃まで高相 ヒが進み穐持






人 (42,4飾)-とかたり新車7t上削 1を示 している.
かようtも 紙筒･小如.･増Jnしているのとは反対に､比軟的大高梓百姓が淑少しているの
かEl立つO特に､12-2O右肺 ユ23人 C10.6飾)から7人 (2.6秀)-と減少し､ 2
0-3U石の大股は7人から他か 】人に減少しているO
｢ 延宝肋から文政騨 ＼かけての出民構成の変化を要約すると､舶 自姓 I,雌 か剛 lL.大
出が楽しく減少したことかある｡
小出は､出 仕初 肋､らFP肋の寛伐頃にかけて主じT=ものであろう｡妊宝5年にみられる隷









未納百姓のtl側 か ｢上地｣とたE)､その ｢上地｣が村他作地､荒地になったとい うことは既




1. 拭弐石凹斗四合 本 株 一





銀皆折仕涙ノ､ゝ 御百姓鴇純化轍 萌二禎成下髄ノ､ゝ武旺有事存候､右 日限二皆折不イL-候ノ､ゝ 何万
















金 兵 ヱ 殿














また土地を ｢上地｣として失 う外噸 坤P:しても失った0年末未納銀を納入するため､伯
畑も斑地として金を倍f)､捌収l棚こ返済できなくて耳流れとな り土地を失うのであったO


































を川父したF)I ｢耳地紬｣をLT=りして土地を触鎖し 耕作 しても､貢租負担か増すのみで
百姓の利益分は少たく､従って､土地輿群か行わオ灘かっTL=のである｡かくして､ ｢上地｣













人豆 ･′｣･豆 ･粟･和 ･葡乱であ,i｡
(37)
文化14年の ｢乍思以¢付線 折口上｣には. ｢土地悪女誓詞早キ喝所故棉作不生立.畑

































さて､農問余巣をみろ喝合 ｢小物此Jか ･^いに夢考になる. ｢′ト物蚊｣にみられる見聞余
(38つ
艶として､菰 紙 ･観 現 川執 .-:6瀬畑穐 丸太川下､離 ､替油造､水草観 相患､猟
かあげられるが 〔枚故の舶係で各 b の視軸 ま省略する)､それらかどの奄定昇家の支えとな









刈 した雑木を収納または売却することかあった｡刊 日付の初淋ほ5ヶ所 (坪野山 ･大野山 ･
金平山 ･械松山･隠地uJ)あ り.総血‡かま685町余であって､こ をゝ舞台として御林山稜
をしたのであるo
御林の下刈による収益に対し-･小物成として ｢御林If刈組 ｣か振せられてい('iD)o 下刈 し
た雑木を どのように処分したかというと､幕末の故応2年 (1866)の例から類推される｡












伽 plLj川上郡西山札 千川iLす之触極LLJ中野uJ多､往古考慮漸畑地船仏 経木炭新二伐出､
百姓共作伯撫-･u:俵処.苑経掛 目-梢J'k.油船中糖比 当時作陶醸純御座軸窮軸物償｡
共上野山二華道戚水生茂 り緒鹿専政弛 リ勝作喰弟妨方位俵仕臨 幸遠之場所者的畑悉ク
荒地二名邑脱 出転百姓出来凶別個貰 リ御支配梯 ヨ1)梯 ･b御僻地 成下侯得火､年Jb･に斬首
(39〕
姓多､人少三脚 究槌的窮三岳人 側寸亡J'JT可化.旨欺ケ数抑 侯 ､ 何 卒 叫 窮立確 り侯万度
もbllI御雌･E)-付は人丸 ub,T:誠什佃鮎 '先年之寄r-一油附仕旺件 者 野 11臓 保等=伐透 し盲
蛙射′r:㈹絹川Ll:･. LL.T.如取 t./.AI.い1鞘lJl.lF,Tり蚊拡与群青t'El朋.河 川 故 山 如けJi仰付.1以あT･促
■隼ltLIA,.aiuI,にJ.J`肘 日で- ,ゝI.-1uJA7_裾'阻l･.出藍上七日音訓IL∴ 此 行 十 川 村本拓 ヨリ北馴
地山押目lHri紅炎一 ,･l錦剛 ム兆'J]L江･JfJHjkr払 .)
1,1一･月 (恥 Hl>iL日日上郡矧いⅠ-1一
久性御役所 EE倍 に 兵 エ (酔
いr川i平川村
LE鮎 仲才,lェ 門 ㊥) ｣
これは早川Iで百時It:なので光政10年乍解と雑姪言lLるれ この役J介へ劉 tほ れた斬1かこ
よると､ILF川村6)良問板として炭焼か虚賓であったことか理解される.経木を成城は折とし
高瀬舟で運搬し売却 していたのであるか､主fI肪臥 +.､川上郡小鬼村の鍬 山であったらしい〇
千川村の北棟を流れる成羽川を利用 して軌頑舟で遵放していたものである｡ところか文政年






刊順1の百姓特称は仏か:1.3町余にすきたいJlで. こ でゝの淡塊は敵 Jbたるものであるo
畦宝5年の百姓指琳の桝加 入仇をみると､33り FのLJ林を43軒で所和しており､平川崇
の3町2九 分家中酉L7)3町Z比 火遁寺の3即1反余か-^一口で､あとは平均6次項という









入会LIJlも 全部で 1155町 5反あり､卑山年末として′ト物成を231匁8分納めている.
入会山は採草姐 牛飼楓 薪炭林として利用され､平川村6組で分割して所有していた｡従









そ して､近世中仙の寛保頃までに一応中世的土地所有は解体 し 不百姓が彬成されたとみられる｡
しかし.中期以降.苛酷TL検地に基づく封飽日刊文藻と政重なる凶作に より､叔民は疲弊し､土地
を事搬して橿小姓 ･触高官姓か生し さらには淑退転百姓とたって離村する者も主 じ丁も






妊宝5年 慮持百姓 312人 (他HからのLJ,作も含む)
光悦3年 柊家故 4ど1榔 (搬福百姓も離 り
安永7年 ク 366軒( 〃 )
(2)宝暦4年 ｢備中L義J川J一郡平川村五人組改帳｣
(3) ｢御年耳免状之歩｣平川村西犬組
(4) 軌 虹- ｢歪軍御仙 - 充細 入m･E･J合帆
























て水たのか明経でないれ 都より山似通を下 !)1仰 七日市駅からか.父仁と架鵬都宮内村のきた












.～.舶槻 海牛採速釣銭司郎以司速抄勘合現地 ]',払棚 免の敢仙司主税式に凡鶴激年科糾都 し
(42)





ではこれらの鉱石は如何なる手段で又州 -plなるルー トを経て運搬されたのであろうかb 輸送




ら｣による砂鉄の生建地であっ-/to この鉄の舶速 ルー トを考えると上th一下HJ'(新見 )一別
を-タ二戸一吹鹿のルートが1たがIJされるのである｡
2.砂鉄とそo)加速
古来中凶山地 の 山側部 (山船臥 山陰側 )は砂鉄を多J1-に座し､石見.出基､仰中､flu
後､･'k芸､乗作事の各地にそo)産出を見るのである｡
山陰側の砂鉄は主に安来,米子等の蕗まで恥骨による痩路砧広であったO氏綿で有名な玄
米節の血 b立iっも父この砂鉄の軸 と疾L,F兇脚こあるO山陰甘削自著臥 出芸国の国}如こある
息上山(~船地山)附滋に鹿する抄鉄もやF'ib馬の伽こ放んで米十 まで連搬したのであるo
山船側傭倭国にある道後山の砂鉄吐僻後東城に過び出し八鹿に収められljuvLが幼扶如迭U)
分岐点と在り東敬上Dも繋来 したC.^ 鳥か瀦果 した妹子紘現在でも八他の小学校の上に金売
吉二の住んでい/tとい DbL奴O-)跡があり､退明寺JT･表Tの槌やでかなDの砂鉄の元SiLを行ってい
たようである.盆91t･.吉二の4'金4'vr成金(一滋 )､&壷 ｢鉄 )､赤金 (鍋 )の金全部を慮味す
るのであろうれ ここでLrl当時の状75T.上り考えて-,t壷 ｢砂鉄 )とみなすのが薮当であろう｡
又纏際^,随の/｣､学位 oう下に紗i'Fの地先智扱一./こJ.J,-の跡もあり､当時/ui･に八ケ寺あったこと
からも秒速の売粒に上る入婿と1弓:i)か ･-J)かかわれるu)であるO
砂鉄の八.aからの鵬 ルート他 州 つがJ4,えらJL,/J｡誹 ｡)八一t汁 大鞘 !卜 地山 0八
.L.卜 新見 L3)八山一額小一吹博一享的一山淵 L4)八鳥一坂本-一炊睡一幸櫓-松山でLbるo
古く拙①のルー トが使われ､時代が経るにつれて Gg)､L3)､也の胸に推移 していたよ')であ
る.採唯した砂鉄仕組(たたら)経常U)湘 巾に売込Iiれるのである｡①のルー トは西山に組
が5- 6ヶ所あって砂鉄官制蔵 Lてしへたのでそれが4-l)Hされていたためのようであるが､そ











































































の ｢継立法｣を採用していた_O こJj斗ilvLt瓜島県神石郡市木村に於いて成乳 庖元のこ戯 由 i
術 物の検査をし､僻物の不止をさを紬虚Lた上で家歓の入った収引上の札(高畠札と云hれ
ち)を織物を迷離 して火た悦子に報酬とL,て出し､文略には個串のもてなしをしていたらし




































糊 こ鵜の虹戊に-グ倣(丸い イJくて作られた もの )/i:るものをつけ､それV-1良さ1尺5･1-桜の
色 成々 々のどロビロ(Jj)をつけて鵜を施政するとともに､他の.t-V)白い尾をつけてやせた
旭を肥えたようにみせかける姓称も鴇子鹿の鵜に対する束朴な自然的風 庁の発襟であったo






































的な出稼ぎに従かした り.音1J'-.L,帖 上のわ寸かはかりの出畑の耕作にいそしむ執副菜に した
がい､少しでも生7占の向上 安藤をはかろ･'上したようである｡使者すなわち州貴的).S子は
-if川刊のL&民の今鮎的紙子等の如合で､IL号¥脚 になると嵐 大豆､小豆等の脆吸桝やこんに
ゃく､脚 稚 吻丘の集故地である高山rh･-瑞軒や1珊 -rn蛸 し柵1)には胤 #油､味軌 軒








下市､成立 )高山一石の市場軌 ま十盛四方と云われ､.F川､布卸 土勿論井腺速く三引伽 ､らも物I
故が輔適された(第 1図参照 )｡ 輸送機軸は席背.牛背であり､近距離では l^Hで高山市
に物栄がユ坐び込まれるのであるo父虫城従来の中心地としても架えた.火城からの物虫はi･鳥
















肋の必蛍のないもの り唾漣のみのもの 巨騰 也に舟越を湘 1るもの等の軌曲りであるO(9)
平川村の場合H)(ロ)(姫)がfj=われていたが､鵬速上聞地となるのは巨)の場合であったoLJと状三










(,･'第1動 i_rT･i IL戸カ)鞘 C'7ia
珊前野禰19宅釘追徴苑dL ･拐取域に捲る -･払 えAyJ-,EJAの打 (/Jdd～′8ダ7)
(D 如 才 面鵜野 禰軟 く東城tL二出ふ )
(.2) 床村 野名付 ユ旦 百草il二出 鼻
(3l TyItL珂 辛T71 碑喰軌急く碕領有ネff)ヽか し遭 二出Jか
④ 辛!Il 大野坪 3里芋 !･Ji繊 拭∧出ルil=th'各
J申 鉱解 地頭 高山市瀬 珊攻包鹿 (毘偉材)へtihL, Jy官17町∫o問
ち(d･､娩和 栗江麻 縄 半
J(7h 豊爾 来三両村 高Lh市 9里J-CT,′o瑞
(97 放山 犬テ b星 拡山満城 広 さL5-締 )n;LrJ尺
② 相木 中間村 ,&攻囲晩 J鵡微果すTt)へかし ･プ4L町






















? ? ? ?
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に移っ孔､く時肋も 元藤年尚(1688-17O3)以後即ち江戸時代中肋こ入11からて この帆 軸ま








































































































小 額 部 江
吹 雀 和 江
神 山 村
肺後荷木村




大 野 郁 村
柁 拙
長 谷 江 本祢 ヨリ 菅生坂ノ市
前 谷 江 / 宅建半巳ノ方
竹 ノ戚 江 ,^ 色鹸 賢ノカ
搬山事々維江 , 菅姓半南ノ方













安 田 江 本郷 ヨリ 十八里中ノ方
北 IEL , 二十町北ノ方
坪 野 江 , 二十八町望ノ方





牙五節 ｢舟 山に のぼ る ｣対.鯛舟 輸送















































かなり多 く見られる｡いわゆる換金作物-架研 ･野姫叛1-が トウガラシ以外はほとんど見られ
ないOこれは､耕地の少ないため.自給に必苛である主食-キビ･アワ等-を作ることの方か
さしせまっているとい うのか主因であるようだOこのような状博では､県典のみでの生悟は非












/ I 3 I














? ? ? ? ?
?
｣ 叩 'こ璃 恥 叩
室ー町柵より鞠 LT:叫
叫 軸 野JJ- T=と凍転句､軸物から馳した銅山 J～･茸tI二一疫 吉▲､
止せ高R ･tlの 風 花 亙 Fl
･誓 書 欝 怒 詔 卿 駒 ｢脚 川畑
~丁~り 机 上三昧J=破っ-di～ た栂
'ー - .>一触ニl丈に頚っl碕
口 ‖ 堅 塁 l
希 7rq 高 瀬 舟 の練 達 ●
(58)











































ける棟や･旧 コー スで操舵 して来た船の棟を､新コー スを牌くことによって犯さないという契









































































_l. コ - ス
明治5年以来､船頭のあやつる掛 寸､成羽では食料を胃いこむのにとまる位で､玉島まで







どfi:く､4･5臥 多い時にけ-HpIA抄という敵の解か連れで挙 り､鰍 こかかると皆なで脱力
して一触ずつ引きあげていたそうである｡そつ進み方は､上軒になるほ ど遥 々として､しか















であった｡だから.これのみで生拝 してい くことけ無F.であ り､Et集 との帝集が*部分であ
った｡ちffみに.明治 12年の長蕪村の希有帝卵 l金膚取締 (赤木四平氏粁㌣)をみると.
(62〕
その様子は第十一表の如くで･長最村45軒かlO隅鞭に分けF,れ､1等85臥 10等5銭





















時その時の棚 によって変 -ていて､は っきりした敢字け出てこない.この確の中から､水主
のiiy金､食中を引くと残 りはわずかで､いきおり .N佃 紋が多 くならざるを待ない｡ところが
水がよくないと出F,れないという制約があり､水の電い時は､成羽まで荷の.'3-4害IJを陸路で
選び､成羽で全部を熟みこんで-Fるとい うような方蔭をとることもあったOでは､一年にどれ
仕出解するのであろうか､水と僻に怒まれていも年はか りはないか､玉島までの コー スを主と
しているもので､年平均 14-17回の往'復で､耶由まで足をのはすことが1-3同ぐらい､
大多挙呼)船頭がこれに揖するOこれに対し､凶日までの コー スを主とする卦ま､年平均 12-
14同の往復､玉島までで引き帰すことは､年に2-4回に過ぎない〇四単のコースを往来す
る省け､荷をさはいて来るとい う者が多 く､ある斗き虻の資力 と菜船技術､度胸とい うものが夢






































るものと思われる｡ しかし､術中は.雑軌 鮪中葉 (タノミコ)､こんにゃく.あいはご.うる
L等の産地として有名であったにもかかわらず､これらの産物を運んだ経扱者の少ないのま.ど
うしたことであろうか｡
敷島の赤木四平氏宅に明治 26年 10月14日の大洪水による流出物の盟軒があ り､それに
よると､高瀬舟 4敗 あいはご 350箕 大安 20石
穀物短 日小豆 5石 亀油 8石 2斗 軸 力ス 40丁




赤木家は､酒屋 (PJl治5年他姓南150石 )杏(･iじめとして噛油敷造､蔵相赦 .煙草製造 (銘






















A,.t尿閉犀と呼ばれるものか四 ･五軒あ-jJ,∩ (大門良.徳田星､山枚鹿､etc )｡今も巌号














封って帰る以外vrは､jr･_月のJLyL言.I:晶のブリ､ノ､マ q lJ. コ7'. ミカン笹も自給月1位のものしか
Tie-,てこず､什入れて来て､締軒をするよう/L.-frli)い7L-か ったという｡















○ 川路 (船路 )の鮭鮪がなされないと､通船不可能となる串
○ 替 りの苦しさ､つらさ l
を如勘こ示している｡
東城までの通船か数年にして止んだ例は､攻もよくこの限界i,示すものであり､家城の鉄も､

































































































銀一匁 分六度 銀一匁 五厘
伺 七分五度 同 七分
間 一分 同 八度
同 二分五度
同 三分 同 二分五度 真













































既にのべたごとく.天保の相継ぐ飢凪 及び港商人の不当なる鞄 こ苦しんだ阿乳 川上
両君め 村々では.白村救済の対策として.まず人為的に排除し得る湊商人の収奪からのがれ


















第 三 章 救荒作物の残存する高原作物





















































オ二 節 い も ･雑穀 の残 存 形態 と良民 の食生 活
研 究 方 法 l


















いも･残掛 ま災軒につよく､救荒作物的役印を架したた払 自然条件の悪い高原では後まで広 く
作られたo(毒
草頬 (甘指 ･



















そのうち70如ま煙草による収入であるo就業人.,｢人 ｣ 溶 野 - ∫20
当})a)所樽は4,7_i-4千円で県平均の約半分にあたり放薬 賛料 :31年村戦野態より作成
収入は一粒帯10万円である｡耕地面秋子一戸平頻6.5反で内訳は水田が2.5反.畑か4反であ
るo (第2蓑 ･第13蓑)姓営蘭軌別には第2薮の凍り5反- 1町に50解集中しておF)､特空す
べきは5反未満が40飾強を占めることと､1町以上がわずか 10%弱であることである.
第2蓑 経 営 面 凝 別 段 家 款
3反未満 (3反～5反
5反.-1町
l3" 上 《 /拷 go lj雪./6,亨l
静 野 539 的 ://.9 71,/3/ Ji3;
第3表 稲 作 面 耕 広 狭 別 姓 薪 敬
1町-1町 1.5町-2PT
31年村勢常鷲より作成
＼ ､ 桓 頭米作l九 ､もql l反兼帯 I1反-.1可 3反 - 5反 5反-1町 ･町以上 冨
有 家 3g? %l % - ,J ･ 骨 管1 04E34t
54:/19 4Egl/13 /占′一tP/.4E/′4E193 /.21 3/











第 4蓑 専 業 森 菜 別 農 家 数
世帯数 農 家 数 野 嘗 # #
有 家 4E73 34'_ー ¢7 7ぐ i22 2 7/ %7g































第 6衷 栽 培 鼓 套 *･ '
































































に反当収政も県平均の60- 7Ll帝と最も生新 .準の低い地域であったo (岡山県統計年報)
明治 10年の農産義 (日央公論社 ｢日本農薬発連史｣10巻)の統計は川上郡53ケ村の耗叡 ･
第8表
明治 10年農産寅 (川上部)
面 研 和 カ ｣
ソ ′ヽ 372 1/
大 豆 3&3 I .20
莱 j∫∫ JO
キ ビ /gO /
秤 /53 ?
-モロコ シ / 4'占 g

























明治10年 昭和32年 芸×100(A) 0)
大 豆 3占3FT 町24'4{ *占4:
I/ /i 371 i / ′7
キー ビ /gO 3 8 ′∫
7 ワ 3∫5 4'0 I ′′








明治10年 明治35年 芸Xl0仏) 但)
ソ バ 37_2 3 71 ′ββ
莱 355 1 92 31
大 豆 3占3 2 L/チ 占9
モpコシ /4E占 83 ∫7
資料





































している (第4固 ･第5国)｡商品作物 (燈;草)の柵秤の牧は米価が安定し.しかも雑穀の械
少期に当る昭和初年に急増し鞄二次大戦中急減して経輝的背澱をよく示している｡戦時中の雑





第11衰 そ 菜 栽 培 状 況 第12衷 そ菜栽培鹿家数
T＼､小31トマ ト 自白 薬 カソラン インゲンマノ-.ーラこルチ-ノレ 7-ノレ 7-′レ20 A∫0 ′♂β2∫♂ 7∂♂ / 4E∫ -
33 ム∫ 850 /33 Ii- 賢料 :役場松岡氏に依掛
? ? ? ? ? ? ? ? ?ヶ
資料 :役場松岡氏に依輯
現在の地業経営は畑作中心から解にヰ心へと移行の過好期であり､飼料作物としてハ トムギ ･





であり (高見格一郎氏)｢正月三 日､盆二日､魚は甲から米の飯 ｣ (石田寛先生)と害われ･又
サルキ
嬢の牙が白い功から｢猿牙 ｣とも言われ (高見格一郎氏 〕その稚 さを示しているO
(バい.)
前述の平川家文書､明治 10年の農産表が示す滴 り､農民の主食は麦であ り､補助食としてソ
バ ･甘紬 ･粟餅 ･キビ団子. ｢野呂のヒェ団子 ｣ (高見格一郎氏)からヒエ拙子も含まれた｡
特色のあるのはネリ玉 (ソバ十サツマイモ)とツl)粉 (ソノミ十 ミソ十ネギ十ニラ)のソバ料理
であり､女の債 うち迄がソ/(の料理の巧さにy<I供した (石田寛先生).これらの串柄は昔話し
だけでなく､現実の陶磁としてかなり最近迄考えられることである｡茶の子と呼ばれる朝食は､
サツマイモが主体であ')､シーメシ (夕飯)はブソズ粥 ･来粥･芋的 ･アズキ粥 ･ささげ粥と言わ●



















27日 黒,B 敏之瀕 長谷 布賀 黒 鳥
28日 乳R･ 後谷 中迫 肘谷 井川 田原 川合 地頭 黒鳥





馴 封& )会は山菜V'依存し.腿 はあくまでも米作を巌本としていたので.雑穀及び四
木三卓と呼ばれる冶用作物は米作の防音と/Lらめ嘘皿VC於いて作付を許 されて いた-<.これ
ら四木≡耳と呼にrれる料 肖作物は日常生活必繭品であったので､元醸･享俳境から商品eFL通





特畑作物としては.粂!3)苑 措､払 監 柾Lt.敵 組l薬楓 煙草､雌 があげられる｡
このうち鰍 Ii徳目伸 畑jK於いて.藍もその判化藍鵜として碓止しておi).皇国的fJ:市場を有
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2,藍 .
『我国に直する藍の種類を見ていくと ㊤ 各地VC自生する個有の山藍 ⑦ 北海道





















16LrJi'tに於ける外敵 易('CよLJ外国から打場株の輸入以後t大和 ･摂弊･山城 ･和泉等
の凶々VC拡まれ さらVC播磨･術如･術中･術後 ･t勾画各地に伝われ っいで全国各地vc
栽培されるようになると.勅を向しこくして京洛 ･摂津･阿波の各国vc藍の特産地が形成さ





































は地-JJ維持が酬 皇な為､負は悠かっ'cc(ij細 別 ､芳賀仁書､志藤)しかし兜と丑が相
括抗するとは考えられない｡
〔苗床〕





























かD天気を見きだめたうえでせわにJ:ならない｡刈 bとった蛍をたばオごたま 髄ゝ くと､す
く笥醸して葉VC払皆を与えるo正午頃Kなると藍は禰々鵜色を帯びてくるO(熟 ､色程
値段が高い )｡ これをからざおでひどく樹にならないようvcfrち､蔀としくをみできひ










































(51(9) (榔iW 杉山ダキノ(82オ〕さん 故之湖












JL 昏 秋 茨 野 崎 千 硬 打 壊 仲 ･栗 三
演















栽培 面耕 生 産 缶





































岡 山 搬 川 上 部
1877年 栽増 面も'i不 明 生 定 額J5lL34-事･栽培 面励 生 直 弘10020堤
不 明
84 77ヱ♂ 町 a/O 町 22g/7
1899年 15ゲ7g ∫∫/AJ♂ ゲ817 /4EO934(
1902年 : 1∫∫Eg 5∫78g占 y9g? /////♂
1907年 タ/∫〟 2234Lly 12514( ∫占7占1




の岡LIJ県生直軸に対する川上利め 占める割合は 5分の 1､下降1WUJ:るVC従い､川上部の
阿仙 県に占める甜蛤は大きくなっている｡やは 州 仙 Ll,i-VCおいてもt全国的な蒙過の耽れ
VC逆ってはいない｡
岡山県郡市別藍作付面舷 示すと第17表の通Dである｡
第17衷 岡山 県郡市別 藍 作付 両税表
｢岡山頻統計年椴｣
＼ 岡山 県 児 島 萱邑 久 ‡小 可 後 月 川 _ヒ 上 房 英 田
明治 10 _H R_守}7i■ii' 7 8,i ∫o/33iw 戎 720品訂 29i3f｢7万
〝 14〝198L'/∫ iL2∫77 7ゲ970 355353占2g∫/∫7iL9 13占∫J /9.2/
〟 17〝 町77ヱ 叫 1`苑 /0隻ー g鼎 8/.町 /oら Amt
〝 32〝 ∫ゲ7g /9;7 占ムゲ 37L/7 307.a ゲ837 /ゲ1.5 jag
〝 39〝 A/ /.5:/ ゲi ゲi_A .281//占 .3 /573 /01∫/8:/42 ∫ゲ4(2 エア 33 23/ /5ゲ β′♂
大正 /789 - - 《β. 《∫ ダム0 ∫y.1 &0
〝 5〝 ゲ′∫3 /ゲ 15 .2?g /ふよ /0ム7 /073 7g
〝 9〝 .2ムムず - - /7_ 4(7 ヲAj ?/.g #?
〝 13〝 /31d - - /aL β9 ∫£7 127.2 ′/
昭和 2年t 3/.7 - - aJ - £4E /4g a占
〝 5〝 ム′ - - - - - - -

























＼ ＼ 音 家 相 平 川 村 功 野 村作付段 収鍵箱作付段 収軸箱 作付貯収座高
大正元年 i:1 27(フグ a? 3.21
〝 2l/ 4cc /ゲ8g L29 Sly
′/3〝 41 75g ′β ♂
〃 4l′ i,ゲ .24E30 33//Lg
′/5〝 7ー 37∠70 Kl/.g/4876 i.g .ly9J 2占8 -
l/7〝 _I.7 33g5'
〝8〝 3:0 .2350
〝 9〝 ム0 3占gOL2/LC __i_車 oAl/10I/∫〆
′lllr/ i./ lL/I/0
〝12〃 A.2 3/0 ･-- ｢ -′13〝 エ / /530
〃14〝 β7 3/0
昭和元年





〔鮒 〕三言 JRHT,硯- 査簿 川上-
.C90〕
約19東 岡山現川上郡術中町藍作
術中町 術中町 JlL上郡 岡山県203./
(古家)(富家
大正元年 12 4W占
2 /AG 少ム /7gタ
3 al 4Eg /g&/
4 3:ゲ 占73lAg.3





































ゎれてきていた｡附 凱 おいても同様な研徹 艮が行劫 略 史 O脚ちF中術放物朗 に








〝 5 ∫.21 ヲ





































全国的tnT_桑園の転化 が巌 も多 く.次いで水翻 ･薬 ･果樹への転換が多い｡
岡山県においてほ第23表の如 きであふ やは 9米 ･桑の作付面ifi-が増大 している｡
第22表 吉野 川地力作付段別累年総計 第23東 的山県作付段別累年統計
増 @ JL _1L 九 礼 ブt. 九 ノヽ九 刀J淑 I㊨ ノ＼午 午 ブく午 午 ⊂⊃午 ⊂⊃午 午A
I ⊂⊃ 五 四 五 莱iI求｢ 七フヽi四 プヽコ工∃ 六(⊃⊂: 九7ヾ ノヽプ七三 ノヽEZBこ三石⊂⊃ ⊂⊃礼′＼ノヽ 四≡
it二E.匹才三丘 五P) ノー＼ 言⊂⊃ ′＼
+ 九憲 一七tZEli 五由 【!?′ヽ フヽ′＼7L< 四⊂⊃ -tニ⊂=) 棉陵
I 一七】 四 ′ヽ 蛋ノ~＼ 夏 コモ=5プヽ 買⊂⊃ ′ヽ
妄こ 1コ ′ヽ 二㌧ 一七: ′＼ 四 -t二3 柿ナこ プL A ヽ^ -占
L 七コL 一七; プ＼六五 一ヒ; =fL()′＼芳 LZSZt≡r ⊂⊃ ⊂⊃プし ~ー 真司
ド r,tg ′＼ヽ. ⊂:⊃ 芸 信/＼礼 L臼⊂⊃ しヨ 七 フA<
-ら ノ＼ Eta ノL 一七コ 匹I⊂⊃
ノ~＼′ヽ 昌 フヽ プt雲 五ノ~ヽ 一七コ プしヽブく プLブtJ′＼ 豆
十 忠 lr 大
i卜† 三 ⊂⊃云 プて 礼d ヨ 豊 根プて ヨ乙 甘⊂⊃ _･.･.ノーヽ =ゴ
⊂⊃ .rL 防.一七二 7t<号⊂⊃ブミ .コ⊥ 五｣エ
-～-=四 ′＼ プL A五⊂⊃ ヽプLLEG 呈 云 緒
十 ブく 七 二f⊥ ンヽ 九 轟也 /ヽ
1コ七呉 ′ヽ -tコ3⊥cj Q - ′＼jL･i 五 四
焚科.I｢日本地盤発壇史｣3
(92)
旦 @ ノ＼午a 午 フヽ午 辛 ⊂=I午 午 プ~L九午A【
1~ 五 プく EEiI 七 五eg ′ヽ 孟 秦
冒 四ヽ 七1人 五 ′ヽ九 Eu A塁 四.也′ヽ 藍
′ヽ ′＼ ′ヽ ′＼ ′＼ ′＼ ノヽ ′＼ 栄プヽ ＼. ノ~ 四Eヨ 一七= ^ 五■:MF7 レ』ナし 五 ⊂⊃
ち ヨ 五 ~勺 ち ~tj ⊂⊃ 三丘
五 五九 フヽEZEl 7㌧1コ ブて フ■く ブくLとヨ 麦
′＼四 Aフヽ JL7ヽ ブし四フヽ 四 九/ヽ′し 五九 ⊂)
′ヽ ヽ 一句プヽ ヽ ヽ 追 ⊂⊃ =尤
Lg 四二′ヽナし ji_ 五 四7■< 五⊂:) 大
′＼EZg メモプtJ ui四九 ⊂:⊃雪 仁ヨ五四 ′＼Eヨ ⊂=)四.豆
よ7て 礼 -t;-ブL ヽ 7ヽ 由′ヽプ1 九二コ 九 1コ四 ′7A< lZg九 【5iフ＼ 甘
言 プレ LZSJ=i ≡ ′＼ヽ⊂=)[喝t七 一七= 讐 銀秦
十I ′＼ ⊂⊃ 五 I五六 =四T望 Jiブて乍 1コ竜 一七二⊂=J E!ヨ五 礼ノ＼しこ⊃ ノ■＼九LSl 陸】
川上郡における蝕作物作付血棟累年統計表は餌24表の如 くであるo米作 .桑博l･甘緒
が主な交換作物と思われる｡臓中町における統計的な結果は明らかでないが､仙き収bvc





第24表 川上郡作付朗 り累年 統計 (2) 高見裕一郎先生 (牌取)
(4) ｢中鮒挽物史｣
檀 ㊨ -I-/
.′し 九 プL 九 礼 九′＼⊂=⊃
減 I ′＼㌔ 午 7L<午 午 ⊂⊃午 l年 l.九Ai亀
四一七: ⊂⊃ ⊂=)九 ⊂コアミ七 四A -f計 手 莱艇lヽtコ 5 -占 Jq
∫ ll-- 栄
+ =:ゴ 礼 に三⊂⊃九 ロコ⊂⊃ 防 苗′＼ 一句-L< 1コノ一＼ 水
i _A ノ 七 棉
仁ヨ_=lユ. LZコ⊂⊃ プく七 ノ~＼ 二′LL⊇ ′＼ ノ~＼LBa _ヘ五 演
言 五 -tコa ノ＼由 プし プヽ~し
i 大
Egd /1 也ヱ工a -也 五 -,讐 ノヽ⊂:⊃プミ ~乍プヽ 【こ甲虫 -tコ 豆
+ 甘
ノヽ 七ソL.[d JtJ五 フ●て`くd JL六∃王 ′＼言 ノヽ:ナL 亘 請






























































さら.,Cこれを木 う+vc入れてつ きかためて藍 オ9回田町藤原 屯大帝泉
玉とするO この至宝 を蛙かめに入れてとかし､木紙を鼓して染色するa〝である｡












にもよるがか.Efl線射出へは敬本 ･出血.井川肘短へは長谷･小利 .耐谷,中郷 ･如紺
屋へは判 HIAz,一山 魚触 佃 へは平川.勤王F.川合紺蛙-は比羽･寺庄 ･大 式 ･ ･IA J払 .



















･僧 んぴんとんや百匁うちゃ十五文,′(脈 日 と口拍子に棉弓をうっていた｡この
ようにしてつむいだ糸.をかせVCLで脚室に染めVCもって行き.染めあがると､それを自
家の機級(地鉄機.福執 しゃくり機の内王に高津)で扱っていたのだ｡洩兼木綿･も
よぎ木組まふとん分地 ･蔚物のうらVCT蜘 している｡このように自分の手で糸をつむ ぎ
紺屋でそめてもらい絶 っていたおばあさん連にとってはt一層の淋しさを感 じるらしい｡
･当執 まし.tうこんがrLく'Lって靴 淋しい気特だったが.今はかくこれ てい-ij-I/∫








131中布瀬 泉さん 87オ( ' )
(4)雄 小原松江さん 90オ( 〟 )
(51井 川 物乱伊世さん 81オ( ～ )
(95)
第二節 歴 史 の 古 い 備 中 う る し
〔研究方法 〕





























れているO〔数科提里者 柳平 丹下蕗多冶氏76オ 〕
1t
工 %'中漆の歴史を訪jltて














て延紙 主計 鮎 物として鮎 おさめた全削 6ケ凱 上野 .軸 .能登 .越中.越後 .













庄史料｢地頭分漆納帳 JVEは ｢西方礎名寄帳 ｣まであLJ､こ でゝは桑と漆が多くて 1-2町
(反当94本程度 )島に柵えた記録が残っている｡
近世vC入ってみると陸奥.上野.下野.勧払 甲斐.出射.紀伊.大和.胸中.肥後.良
向があげられる｡ 〔(21.13J 人文地理ゼミナー ル歴史細士地理 〕.この時代は市場VC出す商
附
品としての生産が一般的K行われ.漆においても各藤で噺 的K大きrL役割を果 し-背は漆
彬の保護奨励をし.会津癖に至っては.伐採を制限 してみだ りK伐採した者を厳罰( 首.























〝 62匁7分2厘 緒〝 〝
W 28匁 6度 漆他 ,∫lJ
w 2匁 5座 敢 ･J .∫
･J 28jlj7分5座 革山 ,- /
とあるが.この漆脇年剣 玉榛の発から胤を収ったものを対象とした0)であって. これが生漆
であることは解釈出来ない､従って生漆に対する年熟 まなされていなかっだと糾される｡
藩で棟かした文献轡 いため･色々棚 枇 適 って くる｡ .⊥摘 主著産,I." 9直接操子





























京 都 tワ〟鍔 福 井 HAn〟A
茨 城 Aーマ4E3 石 川 一人//ワ
栃 木 _守_7L/ 古 山 ▲∠く∠ーマ
三 正 /9A 岡 山 /iJ上し77_フk山 梨 / ′ワぐぐ 徳 島 .
肢 阜 /_7人_ノウ/つ * & エフ
宮 城 77▲ー 福 陶 97く∠.守
岩 手 ぐ977 大 分 エ?.つ
〔免職 省政務局地串網査表巻1 〕
第26表 一戸平均故地所有
水田反 畑 反 針 反 7J拙 戦
駐 谷 a占∫ 1占 32∫ .20
穴 針 ′′7 31 437 .27
















いて､凶軌 四女はさらにある｡従ってこ でゝは子仰 ま青年ともTJ:れば長男を除いて次々
-東電 当 り冬.貫 畑 深夜g･l比率
冬 作
柿.･25]






































面叔 nn 音型 〔五 LEI 両横 6% -
杉 ゲ073/占409g 雑 57/7占3∫ゲ13JJ
棉 /87ム9 24ゲ87 竹 378.2 ゲj2占2
//0*.2333/.Jd? 其他 3035 j∫ie7
くぬき ∫3/33 ゲ43∫∫ 合計 79AAA∫lV,捕
〔新市町村建敵基礎的査fLq山県JIL上郡臓中町 〕
備 中町 櫛 有 利


















あ zik,しかも親方JifJ'でも戚方と子方o)舶係の健さの桜虹C,u り切 ;ってくる｡親方制と(･L 親方 の

















が始･よるd先ず適作Llを行い､中/1,-の梯子如けKか るゝC こ ゝの山は岩はたの出た険しい山
(Iu岩)





















































































? ? ? ? ?? ? ? ? ?? ??? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?? ? ? ?
〔 ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?










転ヨ ー- 3000メ- p`oo lT
∴ 二
､了







っ ? ?? ? ? ? ?? ?? ? ? ?
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? ? ? ? ?














荷で安定した相殺を県等の力ぞえで杓.{)よ う`VC7エL)一今年 も3回大阪の 日興立科への出1:･'j
がなされた｡
,(r生産鮒 の糊 鵬人｣をかかけているの雌 掻 き服 し.似 ,脱 (豊 2畠.)柄
等が必薮であるが. この軸進は.全国で唯一ヶ所袖-)+僻の宇野五郎左術門氏のみか行 って
いるため.rLかTJ:か入手できないのである｡
しか しこ でゝ考えJ･_.はTLらlLいことは､辞抜 き子書棚 したが､肝心のJLT.J木が破ってい く
現毅がみ られる ことである Cそ してそれの採敗も自然木を対象 としているために､･かTLb
能峯が低 下しているc Lかし立地の多い出仕を防いでt年々山からのJLX人を上げてい くTc
めVこ.自然木から他林木への転換がLh脱油払 出庁林政諒を中心化関掠者の間で懸命な勢
力がrLされ.永年苑生瑞 きの桝死､船林の桝兜が佐Jl,1日の国有榊 ':おいて32年 よL)始め
られている｡ これ とiEJC.令-iでもっL.ユら生軌 整地 としてあb一途師鼠 木地IiilL.か存在
しlj:かったこの地に.夷絹物の練工芸を超そ うとの企画が進められている凸しか し--Li子











中波 としての血盟を溶きiJユよう酪プJしているo 〔-)1Fy-多漁民 】






(31 鉄道吸殻のため山林､L脂 が光されたQ (4) 瀬弟出家か多く､山の多角的利Jilに




? ? 『 ? ? ?
(11り









































' ー '一一~一 九 't'一一 ~~ r-TZT山瀬 の 良 も 第六 号 J リ神職
1 栃 原 鋸 又領 有 は紀和 3岬 に於 け る水 :JR}包表 す .






























肺中町昨コか Cは､皮の机 ､耗楢が栽培されている｡楢の苗木岨付け川副Ulは伴で､ 雨に
耐したUJの端の怯斜地に植えられるD樺の陽光のやbらかくなる4排気 元肥を晦L.
播楓 除店する.







収 梯 法 il人 1回の収触





〔槻込みより作娘 〕 より刈振 りが始まるO





聞はざるなどの置場にされている｡そのかたわ らに､直径 1力近い大 きな釜がある｡こ
れは岩罰と云13れる蒸釜で椿 ･三極の魚皮破帽 易くす るために品 入れ て蒸すので
ある｡
む しろ敷きの広い台所には炉があるO茶壷か ら取 り出 した楢 .三位を迄の上Iこ置き.
暖か味の失せぬ うちに皮を剥 ぐのであるが. この炉を囲んで-家総出で皆が力 を合わせ
て助け合 う｡愚皮を剥ぎ放 られた後の残せ如土葬,J､庭p山 と枕んであ る｡残せ刻1組.呂たき.
飯炊きなど禾胴引面虻は大 きいが､ その大郡分は議釜の燃料 となる0




はす｡これが自皮で磯の中に しゅろに包んで湿気にあてないよ う貯蔵 され るO
(3) 自皮をさらし ごみ放 りをする
必掛 こ応 じて放 り出された白皮は先きのjk'釜で半日ほど水に浸 し 1本14こほ ぐして






戸外の小さな小巌に叩解触 ･モーターが鵬えつけ られている｡こゝで自助 柵白岡uT)よ
` ぅに打砕かれて漉料が作られ る｡この他剛 土光 きの耽舟の 中に移されいよいよ机親L)作
業が始まるのであるQ
(4)机他 作英場を見学す る






降りて 5分はか り行った所に先きの渡守の老輩の家と平井 さんの家が二軒塊われたQ













































Z温 床 紙 和紙の強敵性を利川.したもので､蛙卑苗床梢紙に使用o
ゆき悩んでいる和紙の中では中折りと共にまだまだその利用土は,riL､｡
傘 紙 ここ数年(枇 於ける目覚Lい洋食の進出にj:って､傘紙の帝劇 土少なく､現
在ごく一部で此かれている程度
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一年 次 I Tfl作付反別収経由L価格 t止作付反別i収礎描!価 格町~ナ～大正 1年 ′…i∫97 ~7 iPTF(~-面上3/O-0二 司&5J2 i∫一A.20le∫ ∫〟3/3:!7∫01ゲ0!--十一.一50Lゲ0 lgゲI5I171f CL/i.5._∠上7∫53 qij2｣_ゲ0･一三-:+-rlQ｣_iI _21_ぎ｣ /20!7I ム′805 130&' 3^[_8/1ggo320i∫〝中.2//ゲg95. ゲ30.2?Flo/1g3ゲ0 ISゲ!330〝/SO昭和7年′5.a363 ∫9′AtjKゲ78I.Li7ゲ32/ugl3ム:ゲ′7839′エ7ゲu//aO3AtL.2ム85
11 ′∫3g?19′_377ム3[ ゲ′9
12./5.8/84E 1/Sゲi/ I1ム35 7占.2
13 /57139139エムIL7gI ,,7
14 ′∫丁1_39一._j3928ムエム7g｣一LL乙_5F■.28 llA∫2A Sゲ7
! 16 エフ.24LOtE54 1ゲ0卓 占g
(備中町に於ける生産状況実態牲料調査)




は永年作物である帆 三位如 し伏した結果 の及山LlBi魚i:作付l山桝が減少した見方 となった
のではないかと思われる｡ Oti下多揃･(告氏武)





第33表 〔川上郡における生産状況 〕 に上って,PLである
年 代 楢 J蚊 三 位 皮作付反別 収感応ぴr) 作付反別 収磯舟(Iの
相和1(I年 a.? /∫4E′ 7,A 之90∫
15 33 8?? 7.2 9ム2
23 7,A gg /ダム0



































第 34蓑 〔備中町に於ける手放和粧集の企束状況 〕
l次 年 製造戸故 ミ職 工l l数 量 総価 格 半 折 り 中 折 り 漉 也 .
数止 仙播 奴董 価格 l数止 さ価格 1I
S iEh* /3戸r 3訴 /JLJ締 7∫♂門 l H 蒜一一的
2 /3十 J.2 /ゲ8 7yl
3 /.2壬 3′ /35 フグ′
4 ′′ 37 /3ム AtEl
5 ′′ 35 ?i Al/
6 ′′ lA ム♂ ∫ダ0
7 ′′ /8 占β∫ JA〃 I
也 /i 13 800 ′′7′
9 I /.2 13 g7 ?AS
lO /i .23 /.378
ll /1 23 /.37g 15 /3g /jW
12 /.2 1ゲ /.lワg 1g /Al Al ′′′A
13 9 .2/ _Mgl∫0 / 0 ..′∫ 107∫ ゲ3_ItE.BO4 3 ′7 375 ､氷り
相和 1年 ム /3 38& ′ム 8.2 _ー320
2 ′∫ ′〟″ 一
3 7 lj l30 ■ _)′k7
4_ 7 .20 ｢ ioo l 2αノ
9 7 .2 /.2/0 ′上♂ ′W 5_ ′
lO a ′占 /.ALlO /AD /AdP
ll 7 .20 /.?.20 /.20 /9(光7 -
12 7 .20 /.8cc /gα/
13 7 10 /_g50 /_gS_0.al -4 .COO 】








手帆組 合は解歓した｡机仙帆脚 q半い相和23年 に鵬LJ県三位 .楯生産JULJ工組合連合会が
(122)




























の家l-Jl工業としての小規模生産 しかでき-れ しかも副菜的生産か ら工業的生産への推移は急
速になし得lJ:かった｡それは和紙魁造それ自身の性質とそれを営む者の賃本的幽係かと云い
柑 る｡和紙魁進が急激にに挫落したのでなく､その型紙原料､尭粗描 良､生船 u乱 魁淡に
幾多の考瓜が加えられて､ある時制までその副 良をbLfl･ち指 た｡むしろ秋 の品薮のtElまるにつ




千r大磯 rFi4'J;年次 l原始岬代と′朗つれる 明治1-15年 明治15-30年明治30-45年
製主催 楢山椿を 含 む /OOG /00% ?5% go%/ i紙 川尻 だi 三 種 ▲ ヽ. ♂● ∫
料弗 /,'ルフ ' β ♂ ♂ /♂
製 便 木 次 3' /a.o啓 85% 占o歩 4EO頭 i/♂β∫♂
敢萄葵(トロ) + /00 /β♂ /♂♂
紙 川Jl:] 沿 石 欧 l ♂ /∫ 30
化 基 化性甘t述 J O 0 JL) ゲ0
ぎ学 -rt9-適臥 l.I JI 0 J 1 30
怪童品 硫鮫銅 ♂ ♂ .20 1∫♂β晒 扮 a l†1ゝ o 3
憧 蓋 鵬 桁 30l=[∫ lt 30戸 30戸 I2 0戸
張 据 30● t 30 2g .27 ;I
1打 鮭 l'｣ 1 2 + 二l l
仁水洗袈性 !【 30i 30 .30
乾塊-2詩 I ♂ ♂ 2I
l ビーター I) ♂ / l♂｣
l】製舵過めKJl'■ 1枚取_Y) 30Jq 30戸 20戸I Op i
2枚収り 0 ♂ /♂ i/∫
4枚取 り ･β■ o l o ∫
8枚取 り ♂ C O一 ♂
16′触 bl中折耗 '麻子細 事 0 β β βl
ぽ 蓋1和吠 /i)aク 一~-,o吾｢ /oo架l l /20東J紙 批 i■_措モ塾ー ● C_ ♂ ♂ - 0
モ 版 .T'中折J紙 /00% /00% 1 /oo 碑 %号
荒震 附 航 ♂r ♂ . ∠7 ♂
枇況 描,土糊代 ♂ ♂ 0 1＼ 0
【諾 針 仙 舵 紬 - /o oyi /o♂aA /oLH ri got:占
亨i況一三 一 〟 0 ■β 20
■.i J_.J ト
← .^i･uJ.L tdL-ri l ､. 明治27.. 8年日嗣峨争 明穐30年始め=て三松移他拍:17.8年●日昌虹敬紬 l
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日.5-30年大正1-15年 昭利1-15年 伯刺





































-l T 閉 【王 ~頭｢ ｢ 創 立年 代 磯 城 数 俄 工 数
福井県 河 本 製 紙 扉- - 明治18年 ′ 4E9
蕗知 県 伊 野 製 紙 合資会 社 19 ′ gP
東凍江 戸 川 娘 紙 会社 34 不明 3ゲ
【和紙工場0)主なるもの 〕 (遁要産非の国威)
一方洋紙工場について第39表から云えることは､会祉数はそれほど増加を示さないが工
〔日本における洋紙工場と 場数と共に抄紙機数は棚 け るoこの数の対
第39表 抄紙機械数〕
年 代 会社数 工場数 抄紙機敏 _
明治10年 ∫ ∫ ∫
15 ∫ ∫ ∫
20 ∫ ∫ ∫
25 - aJ 9 /_2
30 9 /0 /ゲ
35 ′′ ′∫ 3.2
40 ./2 ′7 yO∫占大正1年 ′′ .20

























性 ソーダにかわ り､ ソーダ灰を加味するようなったOこの採掛 ま当址においては明治中年
仙こ始まるOこれのrL･)i用は普流の木灰汁をrt)!うより7クが抜けやすく. しか も手数が省け
その上.仕上 りがきれいになるからであ7JoLか しこれらの英晶を絞って仕上 りを良くす
ることは紙JfJt料の舷緋を将めすぎて､折角の紳い性'Fiを弱(1るようなものである｡ 生た
この採用によって紙此消臭の消椛が著しくなったと云lっれる｡




いため､ どの家でもiL在では咽粉を†.起っている.蛍光沌料 ft)主用によって紙 型に白くした紙



















(31 鉄 板 乾 燥 機
晴雨に.拘わらず生産をあげるため･jli板に代わ って､鉄板で述気乾燥を(救う蚊利なもの





郡地方で ｢ピッヵ.)千両｣などと云 う机 日の光の淡いことを語るものである｡
4.紙収料他用の沿革






























箭 40表 〔紙駄科の自給率及び的入牢 〕





































以上の州得はできず､従瀬よりの'#掛こ呼応J るほかはないo (汁下許多冶氏談 )
移出の方法 としては小売店からlt姥注文な受けるのか-艇内であるか.物々交接 もかな
り行われているOすなわち紙出品を僻放って町まで'tilかけ所望の品と女牌するのであるo
また航出品と紙似料の生地も行われているoli(tでは仲Fl"i人の姿は殆んど鈍られなくなっ
た.すべて小売店 とのl白二鍍交i,-irJIJ粂臓li:くされて各戸での関路線進が塊状である.
(131り
